○朝の住宅街

丸まっていた野良猫、のっそりと歩き出す。

野良猫が避けたのは、邦道の足。

郵便受けに新聞を入れる邦道。表札は土井。

邦道、人気のない住宅街を見やって。

　邦　道「静かなもんだな」

返事はない。

　邦　道「朝日？」

俯いていた朝日、はっとして。

　朝　日「え？　あ、うん。そうね」

　邦　道「昨日の騒ぎが、なんかの冗談みたいだよ」

　朝　日「うん……。ウチの新聞でも、ほとんど扱ってないし」

頬を染めて、町を見る。風が吹いて朝日の髪を揺らす。

　邦　道「やっぱり、あの歌声が原因なんだろうな」

（前回の回想）

空高く突き立つ光の柱。流れてくる『イマジン』。

空を見上げる人々。

　邦　道「曲が終わる頃には、建物も怪我も全部元通り。それどころか、昨日のことはみんな記憶が曖昧だって言うし」

自転車のスタンドを上げ、乗り込む。

　邦　道「テロ事件なんか最初からなかったって、言われれば信じそうだよ」

　朝　日「うん」

朝日は、邦道を避けるように自転車の後部、ぎりぎり端に横座りする。

邦道振り返り。

　邦　道「お前さ……さっきから何でそんなに離れてるんだ」

　朝　日「そんなの、あたしの勝手でしょ」

朝日、顔をそむける。

　邦　道「バランス悪くてこぎづらいんだよ。もっと寄れって」

　朝　日「寄れって、だって……」

邦道の背中を見て、顔を赤くする。

　邦　道「いつももっと近いだろ。どうしたんだよ」

　朝　日「べ、別にどうもしないわよ！」

立ち上がる朝日。自転車から離れる。

　邦　道「おい？」

朝日、振り返り。

　朝　日「あたし、今日はもう学校行くからっ」

そのまま駆け去る。

　邦　道「何だ？」

不思議そうに見送る邦道。

○マジカルソビエト

下へ下へ進むエレベーター（鉱山なんかにありそうな、屋根や壁のない簡素なもの）。乗っているのはスターリン。

到着。

そこにあるのは、岩肌に囲まれた広大な地下空間。

巨大な機械。左右対称で、天秤のようにも見える。

その正面に立ち、見上げているフルシチョフ。

スターリン、後ろから彼に近付く。

　スターリン「天秤の様子は？」

　フルシチョフ「心配はご無用。ごく短時間とはいえ、扉が開いた影響でしょうな。やや左に傾いております」

振り返るフルシチョフ。

　フルシチョフ「ブッシュ将軍を失ってこれとは、ヒトラーも歯噛みしているでしょうな」

　スターリン「ふん。どうであろうな」

　フルシチョフ「？」

天秤に触れるスターリン。

スターリン、振り返り。

　スターリン「フルシチョフ、ボストークの開発はどうなっている」

　フルシチョフ「順調に。あとは、テストを残すのみです」

　スターリン「重畳」

スターリン、顔を上げ虚空を睨む。

　スターリン「ヒトラー。思い通りにはさせんぞ」

○闇

闇の中に立つリティ。

不安げに辺りを見渡す。何もない。

ふと、闇から溶け出すように現れるノイジー。

斧を構える。巨大な戦斧。

　ノイジー「リティ！」

斧を大きく振りかぶり、振り下ろすノイジー。リティAK47で受け止める。

と、ノイジー闇に消える。

困惑するリティ。

同様に、闇からカメンスキーが現れる。

　カメンスキー「サイレント魔女！」

カメンスキーの銃撃を、障壁で防ぐ。と、また消える。

次に現れたのは、アベ。

　ア　ベ「やらないか」

アベを蜂の巣にする。やはり消える。

次に現れたのはブッシュ。無言で拳銃を構えている。

AK47を構えるが、それは闇の触手に捉えられ消滅した。

武器を失ったリティ。たじろぐ。

ブッシュが引き金を引く。

目を閉じるリティ。閃光。

だが、何も起きない。

目を開くリティ。闇の中には誰もいない。いや。

足元に人影。

　リティ「あ……」

倒れているのは邦道。

声にならない悲鳴。

○朝日の家、リティの部屋

　リティ「……っ」

ベッドで、がばっと身を起こすリティ。荒い息。

薄いカーテンの向こうから光が差している。既に朝。

息を落ち着かせたリティ、ベッドに腰掛ける。と、リティの手首で何かが光る。

手首に嵌った腕輪――スプートニクを見つめるリティ。

と、腕輪にヒビが入り、真っ二つになって床に落ちる。驚くリティ。

割れた欠片を拾おうとするが、それも粉になって散ってしまう。

腕を伸ばしたまま、指をもてあますリティ。その瞳は指先を見ているようで、どこか遠くを見ているようでもある。

○朝日の家、廊下

階段を下りてくるリティ。

○朝日の家、食卓

顔を出すリティ。

　邦　道「お、起きたか」

台所に向かい、料理している邦道。

瞬きするリティ。

　邦　道「待ってろ、もうすぐできるから」

フライパンの火加減を見ている邦道。

伏目がちに、邦道の背中を見つめるリティ。手首を押さえる。

手際よく料理していく邦道。リティ、目を逸らす。

向かい合って席についている邦道とリティ。

　邦　道「朝日は、部活の用事で学校。おばさんも夕方まで帰ってこないってさ」

まな板の上に、うさぎの耳。

　邦　道「リティ、昨日の今日だし魔力ほとんど残ってないだろ。だから……。まぁ、余計なお世話かもしれねえけど」

ぶんぶん首を振るリティ。

　邦　道「そっか、よかった」

　リティ「……」

リティ、フォークを置く。

俯いてノートに書く。

　リティ『ごめんなさい』

　邦　道「？　何が？」

　リティ『けが』

　邦　道「って、昨日のか？」

邦道、自分の額に指を当てて、その額を見る。

肩をすくめ。

　邦　道「気にするなって。気が付いたら治ってたし」

納得いかない顔のリティ。

邦道、軽く笑いながら。

　邦　道「お前のお陰で、日本は救われたんだぞ。もっと胸を張れよ」

リティ、口を結ぶ。

リティの表情が冴えない事を心配する顔。

気を取り直して微笑みかけ。

　邦　道「そうだ、昼はどこか外で食べないか？　駅前に韓国料理の店ができたんだけど、これが大学でも評判いいんだよ。どうだ？」

　リティ「……」

上目遣いで、躊躇うリティ。

　邦　道「嫌か？」

首を振る。

　邦　道「じゃあ、決まりだな」

笑う邦道。

リティ、空笑い。

○学校、廊下

　朝　日「今こそ、立ち上がるべき時なのよ！」

　　　　　　　図書室のプレート。

腰に手を当て、主張している朝日。

やたら細長い鍵。を、扉の鍵穴に差し込んでいる圭。

　朝　日「リティのお陰で、右傾化に歯止めがかかってきたわ。ここで一気に畳み込めば、世論をあたしたち側に導くことも簡単よ！」

　圭　　「困るよね」

圭、ドアを開ける。

○学校、図書室

　朝　日「どうすれば、より多くの人に真理を悟ってもらえるのか。思案のしどころね」

本棚には左翼系の蔵書が多い。端に右翼系のコーナーも小さくある。

　朝　日「いきなり高度な問題提起をしてもあれよね。やっぱり基礎の歴史からじっくり……え？」

朝日何かに気付く。

急にカウンターに飛びつき。

　朝　日「これ、中華友好論シリーズの最新刊じゃない！」

　圭　　「あ、だめだよ朝日。それ昨日届いたばかりだから、まだ登録してない」

　朝　日「そんなの、圭の力でなんとかならないの？　こんな時のための図書委員でしょ」

　圭　　「違います。もう、しょうがないなあ……」

圭、カウンターの内側に入り、図書室用コンピュータの電源を入れる。それから朝日が手にしている本を受け取る。

裏表紙と背表紙に、手際よくシールを貼っていく。

　圭　　「でもよかった。朝日が元気になって」

　朝　日「？」

圭、朝日を見て。

　圭　　「すっかりいつも通りだよね。昨日なんて、宗旨変えするまで言ってたのに」

　朝　日「あれはっ！　い、一時の気の迷いよ！　切欠がなんでも、あたしたちの活動が日本のために必要なことには変わりないわけだし！」

　圭　　「それに、活動を続けた方が邦道先輩と一緒にいられる時間は多くなるし？」

　朝　日「あ、あたしは別にそんなつもりじゃ……」

圭笑う。朝日赤くなる。

圭、黒マジックを指でいじりながら。

　圭　　「やっと、自分の本当の気持ちに向き合えたんだもんね。心配したんだよ。朝日ってば意地っ張りなんだから」

　朝　日「な、何よそれ」

　圭　　「ね。もう先輩には好きだって言ったの？」

　朝　日「…………」

俯き、小さな声で。

　朝　日「言えるわけ、ないじゃない……」

　圭　　「朝日？」

朝日、顔を真っ赤にして。

　朝　日「だ、だって、あれから邦道のこと変に意識しちゃって。目が合うだけで、心臓がドキドキしてきて。……今朝だって、邦道が傍にいるって思うだけで、恥ずかしくて、どうしようもなくて……」

朝日、カウンターに両手を重ねて乗せ。

　朝　日「はぁ……どうしよう。まともに邦道の顔見れないよ」

　圭　　「朝日」

圭、にこり。

　圭　　「本当に、邦道先輩のことが大好きなんだから。そこまで一途に思えるって、ちょっと羨ましいかな」

風に揺れる図書室のカーテン。

　朝　日「な、何言ってるのよっ」

　圭　　「大丈夫、きっとなんとかなるよ。……今の朝日、すっごく可愛いもん」

　朝　日「圭っ！」

　圭　　「はい」

朝日の借りたがっていた本を差し出す圭。

　朝　日「……ありがと」

照れて微笑む朝日。

○大邸宅。

二階の一部屋。壁にはたくさんの銃が飾られている。

ブッシュ、そのうち一つを手にとる。少し重そう。

　ブッシュ「魔力……なくなったみたい」

窓ガラスに背中を預ける。

背中合わせに、ベランダに佇んでいるコイズミ。

雲が流れ、形を変える。

　ブッシュ「勝てなかったってことは、あたしが間違ってたってこと？　間違ってたあたしは、許されない存在？」

ブッシュ、手にした銃をこめかみに当てる。

コイズミ、何か言いかけて口をつぐむ。

　ブッシュ「――でも、歌声が聞こえたのよ。傷つけあうだけが全てじゃない。許されることも、あるって」

銃を下ろすブッシュ。

　コイズミ「……人は皆、己の好きなように生きるべきですわ。私がブッシュ様に口を挟むことはありません。ただ……私個人としましては、ブッシュ様には生きて欲しいですけれど」

　ブッシュ「コイズミ……」

　コイズミ「どちらにしても、もう会うことはありませんわ」

コイズミ、一歩前へ。

　コイズミ「お幸せに、ブッシュ様」

コイズミ、消える。

ブッシュの目から、涙。

　ブッシュ「Sorry、コイズミ」

手から銃が離れ、ゴトリと音を立てて床に落ちる。

　ブッシュ「――Sorry……」

○公園

　邦　道「はぁ……」

ベンチに座って空を見上げている邦道。

風で公園の木が揺れ、泉の水面に波が立つ。

　邦　道「一緒に出ればいいのに、何でわざわざ待ち合わせなんて……」

赤ん坊の泣き声が聞こえる。

声のした方には、赤ん坊をあやす若い母親の姿。

視線を正面に戻す。

　ノイジー「（オフ）ねぇねぇ、その子アタシに抱かせてみて！」

ノイジーの声が聞こえるが、邦道気付かない。

躊躇いながら赤ん坊を渡す母親。

ノイジーの子守唄。

邦道、ノイジーに気付き驚く。

ようやくノイジーの顔が出る。

赤ん坊泣き止む。

　ノイジー「元気でね！　立派に育たなきゃ駄目なんだからね！」

乳母車に赤ん坊を乗せて去る母親。見送るノイジー。

ノイジーの背後に立つ邦道。

　邦　道「ノイジー！　一体何をしている！」

　ノイジー「邦道君」

振り返るノイジー。暫く真顔で沈黙したあと、一度目を閉じたあと笑顔を作る。

　ノイジー「もっちろん、啓蒙活動思想教育。こういう地道な活動が、枢軸の明るい未来に結びつくんだから！」

　邦　道「……あやしてるだけに見えたぞ」

　ノイジー「気のせいじゃないかな、気のせいだよ！　とう！」

ジャンプし、噴水の上に立つノイジー。

　ノイジー「邦道君はどう思う？　赤ちゃん、可愛いよね」

　邦　道「何の話だ」

　ノイジー「……でもね」

どこか寂しそう。

　ノイジー「赤ちゃんって、マイノリティなんだよ」

　邦　道「何？」

　ノイジー「お母さんのお腹にいるうちは、誰だって多数派でいられる。でも、生まれちゃえばもう大勢の中の一人でしかなくなっちゃう。だから必死で泣くんだよ。泣いて主張するの。誰かわたしを肯定してって」

目を細める。

　ノイジー「主張できなかったら、世界に押し潰されるしかないんだよ。それが、マイノリティの運命だから」

邦道、目を見開いている。

（回想）

昔の記憶。赤ん坊。慌しい病院。

泣いている母親。

病院の廊下。幼い邦道の口が、小さく動く。

　邦　道「舞……」

ノイジー笑顔に。

　ノイジー「だから、アタシは赤ちゃんの味方！　分かった？」

　邦　道「……っ、そんなことはいい！　いったい何しに来たんだ、またこの町を右傾化しに来たのか！」

　ノイジー「ううん」

　　　　　　　ノイジー、邦道を指差す。

　ノイジー「リティに伝えてくれるよね。次に戦う時が、リティの負ける時だって！」

　邦　道「何だと！？」

噴水が大きく噴出す。

　ノイジー「リティみたいな偽物に、アタシは絶対負けないんだから！」

光る。

光が収まったとき、ノイジーはいなく噴水も静か。

　邦　道「偽物って……」

よく分からず呆然とする邦道。

そこに、走って現れるリティ。

　邦　道「リティ」

リティ、息を吐きながら

　リティ『（スケブ）今、枢軸の気配が』

　邦　道「ああ」

邦道、噴水を見る

　邦　道「もう、大丈夫だ」

○寺院、門

地図上に示された、卍の図柄。

携帯サイズの地図から顔を上げ、寺の門を見るアダム。

○寺院、境内

並んでいる六体の地蔵。

地蔵の解説をした看板。六道輪廻について。

地蔵を見ている女性。

褐色を基調とした服装。鉤十字のイヤリングが揺れる。

女性、地蔵の肩に付いた葉を払う。

と、門の方からアダムが駆け寄ってくる。

女性も、アダムに気付く。

　アダム「すみません。待たせちゃいましたか？」

　ヒトラー「いや……十五分前だ。問題ない」

答えた女性はヒトラー。

　アダム「はは、でも待たせたことには変わりないですよね。すみません。ちょっと迷って」

アダム、地蔵に目をやって。

　アダム「こんなところに、お寺があったんですね。俺、近くに住んでたのに知らなかったです」

　ヒトラー「そうなのか」

　アダム「ええ。俺まだ、こっちに来てから一年経ってないんですよ。駅前の方には大分詳しくなったんですけど、ここら辺はあんまり……」

じいっとアダムを見ているヒトラー。

アダム照れる。

　アダム「あ、ええっと……。アドルフさん？」

　ヒトラー「アディでいい」

ヒトラー、視線を逸らす。

　ヒトラー「それと、敬語を使う必要もない」

　アダム「え、でも」

　ヒトラー「構わない。普通に話してくれればいい」

　アダム「じゃあ……アディ」

アダム、ヒトラーの前に回りこみ。

　アダム「俺に話って、何かな？」

○繁華街

　アダム「ここなんかどうかな？　パスタが美味いんだ」

レストランを見上げるヒトラー。

　ヒトラー「イタリアか。奴らがもう少し使えていればな」

　アダム「ええっと……。もしかして気に入らなかった？」

　ヒトラー「いや、そういうわけでは」

　アダム「あ、じゃあ、向こうの通りに中華料理屋があるからそっちにしようか」

　ヒトラー「コミュニストどものゲテモノか。まぁ、それも」

　アダム「それもだめ？　じゃあそうだな」

　ヒトラー「いや」

　アダム「この近くなら、あとカレー屋とか。ちょっと歩くけど、すし屋なんてどうかな。そうだ、駅前にうまい韓国料理を出す店があってさ。この前友達にも教えたやったんだけど。あ、もしかしてファーストフードとかの方が」

カレー、すし、韓国と名前を挙げるたびに、背景に国旗等のイメージ画像が浮かぶ。

　ヒトラー「変わらないな」

　アダム「……え？」

　ヒトラー「いや。……店はどこでも構わない。アダムが、良いと思う店でいい」

　アダム「ああ……そっか。じゃあ……」

ヒトラーに、何かを感じるアダム。

○韓国料理店、店先

張り紙がしてある。

　張り紙『持参食材、調理しマス』

ドアの前に立つ邦道とリティ。

　邦　道「食材の持参？　それって……？」

と、後ろから現れた女性、大事そうにチワワを抱えて店の扉をくぐる。

　女　性「おじさん。この子をお願いね」

閉まる扉。

　邦　道「……ペット、かな」

リティ、小首を傾げる。

○図書室

人気のない図書室。午後の日差し。大きく開いている窓。はためいているカーテン。

圭が窓を半分閉めると、カーテンの揺れは微かになる。

　圭　　「風、強いね」

圭、日差しの中で振り返る。

　圭　　「朝日、今日は何時まで……」

朝日、机に伏して寝ている。安らかな顔で、小さな寝息を立てている。

圭、微笑んで朝日に近付く。

　圭　　「昨日は、寝られなかったのかな」

朝日の隣に座り、朝日と同じ体勢をとる。ただし、顔は朝日に向けて。

　圭　　「頑張ってね、朝日」

○住宅地

小学校を横目に歩く邦道とリティ。

元気に遊ぶ子供たち。

　邦　道「いいよな、こういうの」

　リティ「？」

　邦　道「この街さ。リティが来るまでは、妙にぴりぴりしてたんだよ。今ならそれが枢軸の仕業だったって分かるけど、あの時はそんなこと知らなくて、右傾化していくのが気に入らなくて。俺も……あんなんだったしな」

リティを見る。

　邦　道「今の石平市があるのはリティのお陰だよ。ありがとう」

両手を振って謙遜するリティ。

校庭で野球をやっている少年たち。

大きな当たりが出る。

　邦　道「……お」

邦道につられてそっちを見るリティ。感心している。

　邦　道「リティ」

振り返る。

ぱしゃ。

使い捨てカメラで写真をとられるリティ。

　リティ「！」

目をぱちくり。

　邦　道「記念だよ。平和な町と、その守り神ってとこかな」

顔を赤くするリティ。

○公園

一人で立つヒトラー。

公園の長閑な風景を、両手の親指と人差し指で作った枠の中に収める。

　アダム「アディ」

後ろから、アダムの声。振り返るヒトラー。

　アダム「絵を描く構図の研究？」

　ヒトラー「平和だな」

アダムを無視して呟く。

アダム、スルーされたことも気にせず。

　アダム「まあね。こういう景色を見てると、俺たちってホント平和な時代に生きてるんだなって思うよ」

　ヒトラー「…………」

ヒトラー、言葉を詰まらせて

　ヒトラー「……そうだな。だが、描く気にはなれない」

　アダム「え？」

　ヒトラー「平和とは陽炎のようなものだ。実体のない幻想は、筆の先から零れ落ちる」

　アダム「……」

アダム、眉根を寄せる。

○寺院、墓地

地蔵。

地蔵にお菓子を供えている邦道。

リティ、邦道の袖を引いて見上げる。

　邦　道「ん？　ああ、これはお地蔵様だよ。死んだ子供の、守り神みたいなもんだ」

リティ、地蔵を見る。

　邦　道「こっちに来てくれ、リティ」

先に歩き出した邦道に、リティも続く。

○寺院、墓地、赤井家の墓

黙って立っている邦道。

その隣に立っているリティ。

　邦　道「……ここに、俺の父さんと母さんが眠ってる」

神妙な顔のリティ。

　邦　道「立派な人たちだったよ。世界のためにって必死で戦い続ける姿を、小さいころからずっと見てきた。俺は、その遺志を継いで戦ってる。だから、逃げるわけにはいかないんだ。……たまに、へこたれるけどな」

自嘲気味な笑い。

リティ、邦道を見てぶんぶんと首を振る。

邦道、優しく微笑む。

真顔に戻り。

　邦　道「それだけじゃない。俺には……本当は、妹がいたんだ」

リティ、驚く。

　邦　道「短い時間だったけど、確かにあいつは、舞は存在した。だからさ」

空を見上げる邦道。

　邦　道「もしあいつが生きてたら、胸を張って『ここが俺たちの国だ』って言ってやれるような。そんな国を、俺は作らなきゃいけない」

リティを見る。

　邦　道「みんなのためにって、リティは言ったよな。俺は思うんだ、みんなっていうのは、生きている人だけじゃない」

墓。

　邦　道「この世に生まれ死んでいった全ての人のために、俺たちは平和な世界の実現を諦めちゃいけないって」

改めてリティを見る。

　邦　道「戦いなんだ、危険なこともあるだろう。でも俺は、逃げるつもりはない」

リティも邦道を見返す。意志の強い瞳で。

邦道、リティに拳を突き出す。

　邦　道「改めて誓うよ。日本と、近隣の国と、世界の平和のために。どんな困難があろうとも、俺はリティと共に戦う」

リティ、息を呑み、邦道の拳に拳を重ねる。

笑いあう二人。

○河原

土手の上に姿を現すヒトラー。

遅れて上ってくるアダム。

懐かしむように、河を眺めるヒトラー。

かなり大きめの河。水面が光っている

　アダム「……あのさ。そろそろ教えてくれないか？　俺に話したいことって、結局なんだったんだ」

ヒトラー、アダムを見て、それからまた河に視線を戻す。

　ヒトラー「昔の話だ」

川辺の生き物たち。

　ヒトラー「かつて。三人の男女が出会い、友人となった。人間と、魔女と、天使だ」

　アダム「魔女に……天使？」

　ヒトラー「争うために生まれた魔女は、彼らと出会い安らぎを知った。そして、河原で友情を誓い合った。こんな小さな河ではない。美しく青き、ドナウの流れだ」

魚が泳いでいる。

　ヒトラー「三人の時間は、天使の死と共に終わった。魔女は再び争いに身を置き、そして散った。人間と、一つだけ約束を交わして」

　アダム「ちょ、待ってくれよ。よくわかんないだけど」

アダム、困惑。

　アダム「……今のが、俺に話したかったことか？」

　ヒトラー「いや。だが、もういい」

ヒトラー、目を閉じる。

　ヒトラー「忘れているというのなら、その方がいいのだろう」

　アダム「……」

○寺院、墓地、赤井家の墓

誰もいない。

そこにノイジーが降り立つ。

墓を見つめるノイジー。

供えてあったトッポを、一本とって咥える。

墓の表面を撫でる。

　ノイジー「主張できなかったら、世界に押し潰されるしかないんだよ……」

風。

　ノイジー「だからアタシの声、ずっと届かないまま……」

ノイジーの、子守唄。

木々のざわめきが、小さくなっていく。

止まっている噴水。

止まっているブランコ。

図書室のカーテン揺れていない。寝ている朝日と圭。

どこかの屋上。風力計止まる。

街中が、静寂に包まれる。

○山の上

頂上にある木の先端。そこに中性的な魔女、ルフが立っている。

激しい強風に煽られ、マントがばさばさと棚引いている。

　ル　フ「リティ……」

無表情に呟く。

　ル　フ「もう少しだね、ボクのサイレント魔女……」

○マジカルソビエト、研究室

コンソールを叩いているフルシチョフ。

　フルシチョフ「誰も彼もが、愚かに過ぎる」

画面に表示されている地球の図。羽根の図案で埋め尽くされていく。

　フルシチョフ「真の社会主義は、やはり私の手で……」

目が逝ってる。

○マジカルソビエト、辺境

山。大勢の人が、木々を伐採している。

その麓に、不機嫌そうな女性……キムが立っていた。

　キ　ム「こんなところに呼び出して、一体何の用かしら。マオ」

　マ　オ「ちょと、頼み事があるヨ」

　キ　ム「頼みごと、ね」

キム、ため息。

　キ　ム「他を当たってくださるかしら。私、もう権力争いに巻き込まれるのはご免なのよ」

　マ　オ「そうアルか？」

　キ　ム「ええ。……辺境での生活も、ようやく軌道に乗ってきたところだもの。このまま静かに暮らしていたいわ」

　マ　オ「テポドン」

立ち去りかけたキムが反応する。

　マ　オ「また性懲りもなく、リンに無断で開発してるらしいネ」

　キ　ム「な、なな何を言っているのか全く分からないニダ。憶測で中傷するなら、謝罪と賠償を請求するニダ！」

　マ　オ「証拠は挙がってるアル。隠しても無駄ネ」

奥歯を噛むキム。

　キ　ム「……それでウリは。ごほん。私は、何を求められているのかしら？」

　マ　オ「そう固くならないでいいネ。傷が治りきてないワタシのために、少し動いて欲しいだけよ。それと……」

　キ　ム「？」

紙の束に目を通すキム。驚愕。

　キ　ム「……これが、サイレント魔女の正体？　それに、この計画……」

　マ　オ「是。リンも、大胆なこと考えるアル」

冷たい目。

　マ　オ「それより問題は、あの修正主義者ね。ただ黙てリンに従てるだけとは思えないアル」

体を山に向けるマオ。口笛。

さっきまで伐採していた人々、山の上から緑のペンキを流す。

緑に染まった山を背に、振り返るマオ。

　マ　オ「リンの目、覚まさせてやるネ」

○Uボート内

ブリッジ。その場にいるのはアソーとヒムラーのみ。

　アソー「第二隊から第六隊までの配置、終わったわ」

　ヒムラー「ご苦労様です」

アソー、時計を見て。

　アソー「作戦開始まで時間あるわね。少し休むから、何かあったら声かけて頂戴」

　ヒムラー「また漫画ですか。もう少し有意義な書物に目を通したらどうなんです。『我が闘争』すら読んでいないのは、文明人として恥ですよ」

　アソー「……あんたとは、一遍決着つけなきゃいけないみたいね」

　ヒムラー「受けて立ちますよ、フロイライン」

睨み合い。

アソー、背を向けて。

　アソー「作戦が終わったら、覚悟しなさい」

部屋から去り、扉閉まる。

　ヒムラー「……そうですね」

ヒムラー、椅子に沈み込み。

　ヒムラー「生きて終戦を迎えられれば」

視線は遠く。

　ヒムラー「我々には、天国よりも地獄が近いということ。どうかお忘れなきように。総統閣下」

　　　　　　つづく

